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 「目黒区環境基本計画」では、団体、事業者などの行動促進を一層進めていくため、「めぐろの

環境を支える〈ひと〉」に着目し、「一人ひとりの自主的な行動を促す」ことを重点的に取り組む

テーマとし、分野横断的に施策を推進しています。 

 ここでは、重点的に取り組むテーマの実施状況について報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重点的に取り組むテーマ＞ 

 

 

 

 

 

 

  

第３章 重点的に取り組むテーマ 

基本方針 

基本方針１ 省エネのまちづくり 

地球温暖化対策を推進する 

基本方針２ 循環型社会づくり 

ものを大切にして 
循環型社会を実現する 

基本方針３ みどりづくり 

みどりをはぐくみエコロジカル
ネットワークを形成する 

基本方針４ 生活環境づくり 

健康で快適に暮らせる 
生活環境を確保する 

基本方針５ ひとづくり 

環境を守りはぐくむ人を育てる 

めぐろの環境を支える〈ひと〉 重点的に取り組む 

テーマ 

「
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
行
動
を
促
す
」
取
組 

テ
ー
マ
に
係
る
推
進
施
策 

区の各施策において、区民、団体、事業者等に場
や機会の提供、支援等を実施することで、「知る」
「行動する」「広げる」ことを促進します。 

重点的に取り組むテーマ（区） 
区は、区民、団体、事業者等を「めぐろの環

境を支える〈ひと〉」と捉え、施策を実施しま
す。特に「一人ひとりの自主的な行動を促す」
ことを目標に、「知る」「行動する」「広げる」
ことを推進する施策を「重点的に取り組むテー
マ」として位置づけ、「めぐろの環境を支える
〈ひと〉」に働きかけていきます。 

「めぐろの環境を支える〈ひと〉」（区民、団体、事業者等） 
「わたし」は、日々の暮らしの中で省エネルギー、ごみ

の減量、緑化等、自分ができることを知る機会を積極的に
活用し、環境を守りはぐくんでいきます。また、学んだこ
とを活かして行動し、「わたし」の取組を発信します。 
交流できる場や機会を活用して「みんな」で学び、地域で

活動を展開します。また、行動の輪をまち全体に広げるとと
もに、広く交流を図りながら次世代に引き継いでいきます。 
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 わたしが知る 
 

「わたし」は、目黒区や地球の環境のこと、それらを守りはぐくむためにできるこ
とを学びます。 

 

●目黒区エコプラザにおける環境講座 
目黒区エコプラザでは、区民などを対象に環境につい

て学べる講座を開催し、自主的な環境保全活動へのきっ

かけづくりを行っています。 

小学校や児童館などで行う「出前講座」では、日々の

生活の中で資源の活用を身近に感じてもらうことができ

るように実物を見せたり、実際に体験をしながら学べる

講座を実施しました。また、小さい子どもでもわかる「環

境紙芝居」を使って、親子で環境問題について考えるき

っかけづくりを行いました。 

 

 

 

 わたしが行動する 
 

「わたし」が学んだことを活かして、日々の暮らしや仕事の中で環境を守りはぐく
む行動を実践します。 

 

●家庭版めぐろグリーンアクションプログラム「めぐろ笑
しょう
エネトライ」 

「めぐろ 笑
しょう

エネトライ」は、無理なく、楽

しく、省エネに取り組む、家庭向けの省エネプ

ログラムです。1 か月間または 4 か月間省エネ

に取り組み、電気・ガス・水道の使用量削減を

目指します。初めて参加した方には参加賞を、

４か月間で前年比１％削減できた方には、記念

品を贈呈しています。 

２０１７（平成２９）年度は、２４人が参加

し、このうち１４人が４か月間で前年比１％削

減を達成しました。 

  

＜「環境紙芝居」の読み聞かせ＞ 

感想 

水道光熱費を抑えたいと思いまし

た。今後は、冷蔵庫や電球な 

ど、生活の見直しとともに、 

器具も見直そうと思います。 

 

感想 

小さな取組の積み重ねが使用量の

削減につながりました。 

生活の工夫が必要である 

ことを痛感しました。 
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 わたしが広げる 
 

「わたし」が実践した行動や成果を広く発信し、「みんな」に伝えていきます。 

 

●読者から投稿されたエコな情報を掲載する「めぐろスマートライフホームページ」 
ホームページ内の「実践 わたし流！！」ページでは、読者が日ごろ実践しているエコなア

イデアなどを掲載し、情報発信を行っています。 

 

＜緑のカーテン２０１７＞  ＜枝豆の茹で汁でお掃除＞ ＜スーツ生地でフォーマル小物＞ 

ゴーヤを苗から育て、 布に茹で汁を染み込ませて   着なくなったスーツの生地で 

緑のカーテンに成長。 油汚れを落とす。      男性でも気軽に持てる小物 

               作りを紹介。 

 

 

 みんなで知る 
 

環境を守りはぐくむため、いろいろな情報や資源を活用し、「みんな」で学びます。 

 

●環境推進員ステップアップ講座 
環境推進員ステップアップ講座は、環境推進員養成

講座を修了し、めぐろエコサポーター制度に登録して

いる人に対して、環境保全活動の実践に役立つ知識を、

さらに深めるために実施しています。 

 ２０１７（平成２９）年度は、めぐろエコサポータ

ー制度登録者１２人が参加し、「富士山の麓で学ぶ生物

多様性」をテーマに、山梨県富士山科学研究所にて「森

林の循環」を、環境省自然環境局生物多様性センター

にて「生物多様性」を学びました。 

  

＜生物多様性センターでの様子＞ 
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 みんなで行動する 
 

多くの「わたし」が協力して、「みんな」となり、団体や地域で環境を守りはぐく
む活動を展開します。 

 

●公園等花壇の手入れに取り組む「グリーンクラブ」 
「グリーンクラブ」は、「自分たちの手で、自分た

ちの街を美しく」という理念のもと、地域住民 3 世

帯以上で 1 つのグループをつくり、公園や緑道など

の花壇を手入れする登録制のボランティア団体です。 

２０１７（平成２９）年度末現在９４団体が活動

しており、春（2 月）・夏（5 月から 6 月）・冬（11

月）の年 3 回、区が配布する花苗を花壇に植え付け、

色とりどりの草花でまちに彩りを与えています。 

 

 

 みんなで広げる 
 

行動する〈ひと〉のネットワークを広げるとともに、環境を守りはぐくむ行動を「み
んな」で次世代に伝えていきます。 

 

●環境配慮活動団体、事業者、環境に関心を持つ人々が普及啓発に取り組む 
「エコまつり めぐろ」 

２０１７（平成２９）年６月１８日（日）に、「エコまつり めぐろ２０１７」を開催しま

した。区内を中心とする４４の環境配慮活動団体や事業者が出展し、多くの人が環境につい

て学び、楽しく交流する場となりました。 

また、科学実験をとおして科学を広く伝える活動を進める学生のネットワーク「NPO 法人

サイエンスリンク」、東京工業大学の神田研究室が科学実験によるブース出展、都立目黒高等

学校、日出高等学校の生徒のボランティア参加など、若い世代も運営に加わり、イベントを

盛り上げました。 

＜屋外会場でソーラーカー乗車体験を楽しむ子供たち＞ ＜エコまつり めぐろ２０１７開会式＞ 
 

＜グリーンクラブの活動＞ 


